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第 1報ではカラマツの樹幹の各部位におけるねじれ角の変異状況を見た .く9) アカマツではどうか･尾

中がこの樹槙で得た年輪巾の変異曲線の傾向が我々の注意を熟 ､ていたし,(1)P･Misraは梯幹の回旋

繊維を特に偏心成長と関連して考へ,Pinuslongifolia,Roxb.についてねじれ角と樹幹の紐帯諸元との

関係を詳しく調べ,彼の実験の関するかぎりでは,有意の結果を得,樹幹のある横断面で年輪巾の大な

る方向では, 小なる方向よりも,仮導管のねじれ角が小さいことを見出している.(A) これらのことか

ら,カラマツに続いてアカマツの場合をしらべるに当り,年輪巾をも計測 してね じれ角 とどんな関係が

あるかを見た.ねじれ角の測 り方は第 1報に同じ.

なお本報はその要旨を1952年の春季林学会で述べたが,不充分の点を補い前報と同じ場所に発表する

ものである.

1. 材 料

L★長野県上伊那郡南箕輪村

2.記 録 及 考 察

樹幹部位に無頓着に年輪巾とねじれ角との関係を見ると,Fig.1に示したように少しも法則性が見ら

れない. しかし, これら二樹種がこの程度の樹令であると,ねじれ角は左右両方向に概ね 90以下に止

まり,100に達するのは稀にすぎないことがわかる.Champion によると PinusLongifolia のねじ

れ材を枕木に利用し得る限度が70,(3)MacCarthyはかつて 30を以って spruceの飛行横用材として

rの許容角度とした.(ll) 本邦電柱規格ではカラマツにつき100である.ねじれ材の許容角度は用途でちが
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うわけであるが, ねじれ角 100を越す電柱は事実巷間でもなかなか見当らない･ 問題はこのようなね

じれ角をもった材が外気に暴露 しながらどのように行動をするかである･これについては別に実験中で

ある.

Fig.1 年輪 巾とね じれ角 との関係
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次に,アカマツ樹幹内ねじれ角変異を示すと,Fig･2-A,B の通 りである･

叉カラマツ及アカマツに就てねじれ角 と年輪巾とを樹高並に年令別に照応させると,Fig･3-A,B,C

となる. これらから,

(1) アカマツにおいてもねじれ角の変異状況はカラマツの場合 と似た傾向がある･即ち幼齢では樹

心近 くにねじれ角の最大値があって, 齢を加えるにつれて向頂的且遠心的に移動し, 絶対値が大 き く

なる.

(2) ねじれ角 と年輪巾との関係は,雨樹種ともに幼齢期では正方向の関係を示すが齢を加えるに従

って不規則になる. Fig.3-C に兼次のデ-タを引用したのは,('空)年輪巾と仮導管長とが逆関係にある

という説があるからである.

(3) カラマツ樹幹のある高さまでほ,ねじれ角が不規則に乱れることは第一報で述べた･アカマツ

では更にこの部分が長 くなる.錯雑部分の高さは樹高を増すにつれて上昇するらしい･

葬邦の7カマツに相当する Pinussilvestris は古 くから欧州では最もねじれの著しい樹種として注

目され R.Hartig はその老木のブロックにつきねじれ角を測定 し, 左旋後右旋すること見て居り,(6)

championも前出樹種について同じ現象を指摘し,一種の老化現象と唱えている･(3) その是非は今論ず

るのでないが,これは本邦で柚が 〝ねじれかえし〝と称LI.Burgerらが Umdrehung と称すると

ころで,(r･)Pinus属のみならず Cryptomeria,旦bies,Picea などにも往々認められ,同一樹種の個

横間に回旋方向の異なるものを品種の特徴と誤認することがある･ (101今45年生のフカマツに早くも右

旋が現われているのはカラマツに比 して 〝ねじれかえし〝の時期が早 く来るものでないかと思われる･
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Fig･2-A ア カマツ樹幹内ねじれ角変異 (供試木A,B)
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それゆえ'回旋方向のちがうので品種を云々してはならないが,''ねじれかえしUの時期の速達は品種

の特徴になるかも知れない.このことは別の機会に詳論する.

何･同旋の左右方向の混乱については Hartig･Champion,Burger等は,観察者から見て右下から

左上に向ふ場合を左旋とするもので,関谷の所説とは反対になる.(7'それh りも左旋 (S-spiral)右旋

(Z-spiral)とする方が紛らわしくない.近ごろの生物学者もこれを用いている.(S)
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Fig･2-B ァカIqツ樹幹内ね t=れ角異変(供試木C)
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3.緒 言

我々がカラマツで見た樹幹の部位におけるねじれ角変異の法則性は梢変形して,アカマツでも見られ

たが,ねじれかえし現象は問題を複雑にしそうである.ねじれ角と木林紐帯諸元との関係は樹木回旋の

根本にふれるもので,軽々に諭ぜられないが,樹幹の部位を考慮せずに見たとき年輪巾とねじれ角は少

しも関係を示さなかった. (1956.2.5)
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Fig.3-B 年令樹高別のね じれ角 と年幹巾 (ア カマ ツ)
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R8sum6

Spiltingmethodtoinvestigatethetwistoftre鵡 (ScientificReprtSOftheFac.ofAgr.,

theShinsuUniv.vol.1)wasappliedtobolesofPinusdensifloraaged15to45years.Rul es

whichwerefoundinLarixKaempferiwerealsostandtrueinthisI氾pularsp∝ies. (Con-

siderationsweremadetoillustraterelationsbetweentheangleoftwistandthedepth of

armual rings.Butaccordingtotheshortageofrecords,conclusionsmusthereservedtofur-

therinvestigations.Onlytodementioned isthatnomark ofcorrelationsbetweenthe

amountoftheangleoftwistandthedepthofannualringsisdiscovered,ifpartsofthe

boletowhichtheybelongareofnoaccotmt.
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